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令和２年１１月 第１００号

東比田公民館だより「山ぶき」が

平成１７年５月に第１号が発行されてから

15年と半年を経て、今回記念すべき

１００号発行となります！

当時の椿館長のごあいさつの中に「お気軽に

しかも積極的に公民館を活用していただきま

すように」と、

当時運営審議委員会宇山委員長の

「拠り所として、特色ある公民館活動にして

いきたい」と、ありました。

ファイルをめくると懐かしい話題が満載です

よ！これからも大事に保管したいと思いま

す。

ぶ ら り

交流センターの主となる事業

『カルチャーバス！』コロナ禍ではありま

したが、参加してくださった皆様と、三瓶

小豆原埋没林公園、神社巡りをして生涯学

習とご祈念をさせていただきました。

〇「自助」「共助」からなる真の自主防災へ

〇安心・安全のための防災体制づくり

地域の皆さんと話し合いながら今後進めていく

計画です。
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デマンド交通ドライバーの皆

様いつもお世話になりありが

とうございます。今後とも

よろしくお願いいたします。
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年末年始にかけてのデマンド交通を

ご利用希望の方は３４－０２１１に

お電話ください。


